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結果として， 「大学の所属サークルで、の関係性」がr=.651(p< .01) , 「何で、も話せる











項目4-9 項目4-12項目4-1 項目4-5 項目4-6 項目4-7 項目4-8項目4-2 項目4-3 大学の所属 項目4-10 世間から期何でも話せ 項目4-4 小学校時中学・高校小学校時中学・高校l、学校時中学校・高 分野（ゼ近所（地待される”るような親 現在親と代、学校の時代、学校代、クラス時代、ヲラ‘代、親との校時代、親 、 、）やサ一元）の人とふつう”の密な特に親 の関係は良先生との関の先生とのメートとのスメートと、t関係lま良好との関係は ． クルでの対の関係は良生き方に合しい友人カ 好ト 係は良好関係は良好関係は良好の関係は良だった良好だっト ー 人関係Iま良好だわせようといる ー だった だった だった好だった 好だ している

























-7.5061 5.1781 1ー.451 .441 
-18.1881 5.0921 -3.5721 .001 
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勝分け下位得点による分組（協調： 1. t毒坑： 2，独立 ：3)
その後，相互協調的自己観と関係性に関する各項目との相関分析も重ねて行った。結果










項目4-1 項目4-5 項目4-6 項目4-7 項目4-8 大学の所属 世間から期
何でも話せ 項目4-2 噴目4-3 小学校時 中学・高校 小学校時 中学・高校 分野 （ゼ 項目4-10待される”
るような親 小学校時 中学校・高 項目4-4 代、学校の時代、学校代、クラス時代、ヲラミ）やサー 近所 （地 ふつう”の
密な特に親代、親との校時代、親現在、親と 先生との関の先生とのメー 卜とのスメー 卜と クルでの対元）の人と生き方に合
しい友人が関係は良好との関係はの関係は良 係は良好 関係I！良好関係は良好の関係は良人関係は良の関係は良わせようと
いる だった 良好だった 好だ だった だった だった 好だった 好だ 好だ している







分類 小分類 回答例 回答数

























































































































































































































名前 年齢 性別 所属
Aさん 19 男 大学1年
Bさん 20 男 大学1年
Cさん 20 男 大学1年
Dさん 23 男 通信制大学2年※SADサー クルに参加中
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はまらな らない いえない る てはまる
1.常に自分自身の意見を持つようにしている 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
2.人が自分をどう思っているかを気にする 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
3.一番最良の決断は、自分自身で考えたも 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
のであると思う
4.何か行動をするとき、結果を予測して不安 1一一一 2一一一 3一一一一 4一一一 5
になり、なかなか実行に移せないことがある
5.自分でいいと思うのならば、他の人が自分 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
の考えを何と思おうと気にしない
6.相手は自分のことをどう評価しているかとい 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
う事から、他人の視線が気になる
7.自分の周りの人が異なった考えを持ってい 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
ても、自分の信じるところを守り通す
8.他人と接するとき、自分と相手との地位や 1一一一一 2一一一一 3一一一－ 4一一一一 5
相対関係が気になる
9.たいていは自分一人で物事の決断をする 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
10.仲間関係での和を維持することは大切だ 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
と思う
11.良いか悪いかは、自分自身がそれをどう 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
考えるかで決まると思う
12.人から好かれることは自分にとって大切 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
である
13.自分が何をしたいのか常にわかっている 1一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一 5
14.自分がどう感じるかは、自分が一緒にい 1一一一一 2一一一 3一一一一 4一一一一 5
る人や、自分のいる状況によって決まる
15.自分の考えや行動が他人と違っていても 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一 5
気にならない
16.自分の所属集団の仲間と意見が対立す 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一5
ることを避ける
17.自分の意見をいつもはっきり言う 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
18.人と意見が対立した時、相手の意見を受 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一 5
け入れることが多い
19.いつも自信を持って発言し、行動している 1一一一一 2一一一一 3一一一－ 4一一一一 5




はまらな らない いえない る てはまる
1.毎日の生活が面白くない 1一一一一ー 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
2.毎日の生活にハリがある 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
3.自分の生き方に退屈している 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
4.仲間との連帯感がある 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
5.何をすべきかという事が自分でもよくわか 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
らない
6.私は将来に夢を持っている 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一 5
7.私は何をやってもだめだと思う 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
8.生活に充実感で満ちた楽しさがある 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
9.私一人が取り残されているようで寂しい 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
10.自分の信念にもとづいて生きている 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
1.毎日が空虚である 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
12.毎日が変化のない単調な日々でつまらな 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
13.自分の理想とはかけ離れた生き方に焦燥 1 －一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
感を感じる
14.自分の生き方に自信が持てる 1一一一一 2一一一一 3一一一 4一一一一 5
15.何をするにしても面倒である 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
16.私は社会や家庭の期待にこたえていると 1一一一ー 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
思う
17.今の自分が嫌いである 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
18.私は生きていくうえで目指す目標がある 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
19.だれも私を相手にしてくれないような気が 1一一一一 2一一一一 3一一一－ 4一一一一 5
する
20.生きている実感があり、生きる喜びを感じ 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
る
21.私には毎日の生活の中で、なにかへの使 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
命感がある
22.今の自分に何かもの足りなさを感じる 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
23.私には未来に明るい希望がある 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
24.日頃「何もやる気がしない」と感じる 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
25.私は価値のある生活をしていると思う 1一一一一 2一一一一 3一一一一 4一一一一 5
26.私をわかってくれる人がいないと思う 1一一一一 2一一一一 3一一一－ 4一一一一5

































項目4ー 1 項目4-5 項目4-6 項目4-7 項目4-8 大学の所属 世間から期
何でも話せ 項目4-2 項目4-3 小学校時 中学・高校 小学校時 中学・高校 分野 （ゼ 項目4-10待される”
るような親 小学校時 中学校・高 項目4-4 代、学校の 時代、学校 代、ウラス 時代、ウラ ミ）やサー 近所 （地 ふつう”の
密な特に親 代、親との 校時代、親 現在、親と 先生との関 の先生との メートとの スメートと ヲルでの対 元）の人と 生き方に合
しい友人が 関係は良好 との関係は の関係は良 係は良好 関係は良好 関係は良好 の関係は良 人関係は良 の関係は良 わせようと
相互協調的 いる だった 良好だった 好だ だった だった だった 好だった 好だ 好だ している
平目且協調悶ドearsonの -244 -184 -155 一105 -069 -200 ー 138 -374軸 183 472輔 505• 相関係数
有意確率 078 188 269 454 625 152 323 006 。190 . 000 000 （両側）
度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-1 Pearsonの -244 365” 217 257 255 367悼 。268 308' 330’ 237 ー177何でも話せ相関係数
るような親有意確率 . 078 007 119 . 063 . 066 . 007 052 025 016 088 204 密な特に親 （両側）
しい友人が度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-2 Pearsonの -184 . 365” 791 • . 528軸 。606輔 574軸 。657” 535” 246 406輔 -049 小学校時 相関係数
代、親との有意確率 188 007 000 000 000 000 000 000 076 003 726 関係は良好 （両側）
だった 度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-3 Pearsonの
ー 155 217 791” 。663輯 423軸 592” 467輔 423• 313・ 352輔 -059 中学校・高相関係数
校時代、親有意確率 269 119 000 000 002 。 000 002 023 . 010 . 675 との関係は （両側）
良好だった度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-4 Pearsonの
ー 105 257 528” 。663輯 132 417軸 445• 367” 311' 360輔 ー 198現在、親と相関係数
の関係は良有意確率 454 063 000 000 . 346 002 001 . 007 . 023 008 156 好だ （両側）
度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-5 Pearsonの -069 255 606” 423軸 132 511・ 455• 470” . 233 . 265 152 小学校時 相関係数
代、学校の有意確率 625 . 066 000 002 . 346 。 . 01 。 094 055 277 先生との関 （両側）
係は良好 度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-6 Pearsonの 200 。367悼 574” 592輔 417• 511 • 。390” 531輔 279・ 370• ー 199中学 ・高校相関係数
時代、学校有意確率 152 007 . 000 . 000 002 000 004 。 . 043 006 154 の先生との（両側）
関係は良好度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-7 Pearsonの
ー 138 . 268 . 657輔 . 467輔 446” 455• 390• 469” 424• 453• -086 小学校時 相関係数
代、ヲラス有意確率 323 052 000 000 01 01 004 000 . 002 . 000 . 543 メートとの（両側）
関係は良好度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-8 Pearsonの -374• 308・ 535輔 423” 36r 470• 531 • 459• 314' ι422帥 。ー11中学 ・高校相関係数
時代、クラ有意確率
。006 . 025 000 . 002 007 . 000 000 . 000 022 002 429 スメートと （両側）
の関係は良度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-9 Pearsonの
ー 183 330' 246 313' 311' 233 . 279' 424” 314’ 195 守 023大学の所属相関係数
分野（ゼ 有意確率 190 。016 076 023 023 . 094 . 043 002 . 022 161 873 ミ）やサー （両側）
クルでの対度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-10 Pearsonの -472• 237 405• 352” 360輔 265 370柿 453• ι422軸 . 195 -117 近所 （地 相関係数
元）の人と有意確率 . 000 088 . 003 . 010 008 055 006 000 002 161 403 の関係は良 （両側）
好だ 度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4ー 12 Pearsonの . 505肺 ー 177 -049 -059 ー 198 152 ー 199 -. 086 -11 -023 -117 世間から期相関係数
待される”有意確率 。 204 726 675 156 277 154 543 429 873 403 ふつう”の （両側）
生き方に合度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
材相関係敏は 1冒7)<.1 で有意 L田制J) です。
本相関係数は 5略水準で有意（両慣I) です。
相関分析
項目4ー 1 項目4-5 項目4-6 項目4-7 項目4-8 項目4-9 項目4ー 12
何でも話せ 項目4-2 項目4-3 項目4-4 小学校時 中学 ・高校 小学校時 中学 ・高校 大学の所属 項目4ー 10世間から期
るような親 小学校時 中学校・高 現在、親と 代、学校の 時代、学校 代、クラス 時代、 クラ 分野（ゼ 近所 （地 待される”
密な特に親 代、親との 校時代、 親 の関係lま良 先生との関 の先生との メートとの スメートと ミ） やサー 元）の人と ふつう”の関係は良好 との関係は クルでの対 の関係は良 生き方に合
充実感得点 しい友人が だった 良好だった 好だ 係Iま良好 関係は良好 関係は良好 の関係は良 人関係は良 好だ わせようと
合計 いる だった だった だっTニ 虫子だっTこ 好だ している
｜充合実計感得点 F…nの
相関係数 495柿 231 244 . 308事 268 
393榊 340ホ 431紳 651'陣 347ホ -281事
有意確率 000 096 078 . 025 . 053 004 013 . 001 000 011 042 （両側）
度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-1 Pearsonの 495事事 365紳 217 . 257 255 367紳 268 . 308ホ 330* 237 177 何でも話せ相関係数
るような親有意確率 000 007 119 . 063 . 066 007 052 . 025 016 088 204 密な特に親 （両側）
しい友人が度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-2 Pearsonの 231 365* . 791紳 528梓 606事事 574梓 657判 535紳 246 406榊 049 小学校時 相関係数
代、親との有意確率 096 007 000 . 000 . 000 000 000 000 076 003 726 関係は良好 （両側）
だった 度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-3 Pearsonの 244 217 . 791榊 663事事 423字率 592牌 467キ牟 423ホホ . 313事 352柿 -059 中学校 ・寓相関係数
校時代、親 有意確率 078 119 000 000 . 002 000 000 002 . 023 . 010 675 との関係Iま （両側）
良好だった度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-4 Pearsonの 308事 257 528榊 663＇輔 . 132 417紳 446紳 367事事 . 311ホ 360* -198 現在、親と相関係数
の関係は良有意確率 025 . 063 000 000 . 346 002 001 . 007 . 023 008 156 好だ （両側）
度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-5 Pearsonの 268 255 606神 423事業 ー132 511肺 455榊 470寧事 ー233 265 152 小学校時 相関係数
代、学校の有意確率 053 066 000 002 . 346 000 001 000 . 094 055 277 先生との関 （両側）
係は良好 度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-6 Pearsonの 393梓 367柿 574帥 592柿 417柿 . 511柿 390脚 . 531紳 279ホ 370紳 199 中学 ・高校 相関係数
時代、学校 有意確率 004 007 000 000 . 002 000 004 . 000 . 043 006 154 の先生との （両側）
関係は良好度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-7 Pearsonの 340* . 268 657紳 467柿 446柿 455榊 . 390柿 . 469紳 424事権 463紳 086 小学校時 相関係数
代、クラス 有意確率 013 052 000 000 001 001 004 . 000 002 000 543 メートとの （両側）
関係は良好度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-8 Pearsonの 431紳 . 308事 535帥 423紳 367柿 470'輔 . 531柿 ー469紳 314ホ 422事事 ー11中学 ・高校 相関係数
時代、クラ有意確率 001 . 025 000 002 007 000 000 000 022 002 429 スメートと （両側）
の関係は良度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-9 Pearsonの 651紳 330宇 246 313宇 311* 233 279事 424梓 314* 195 -023 大学の所属 相関係数
分野 （ゼ 有意確率 000 016 076 023 023 094 043 002 022 161 873 ミ） やサー （両側）
クルでの対度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-10 Pearsonの
ー347事 237 406梓 352字率 360* 265 370紳 463梓 422紳 . 195 .ー117 近所 （地 相関係数
元）の人と有意確率
ー011 088 003 010 008 055 006 000 002 161 . 403 の関係は良 （両側）
好だ 度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
項目4-12 Pearsonの
.ー281’ -177 049 059 -198 152 199 086 ー11 .ー023 -117 世間から期相関係数
待される” 有意確率 . 042 204 . 726 675 156 277 154 543 429 873 403 ふつう”の （両側）
生き方に合度数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 
料 帽 I珂1敢獄は l百 71("で有意 t岡 [IJ) です。
本． 相関係数Iま5国水準で有意 （両側）です。
